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三階節

－九州篇。姉妹筐－ 1 6 ミ リ版
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高僑 博解説
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みんなにしたしまれ、たれにもロ貝はれるロ貝わし力ぐくにおらがく

にさのみんようをた一づねて－わたしたちは中部日本に旅をし
ました。みんようはそのくにそのまちのこ、ろでありあたもか

い情でもあります。わたくしたちはしばしその旅情にしたって
見たいと思います。ま－プ日本一の富士の<に清水港は次郎長ど
んの<に茶どころ静岡の茶つきり節一伊豆韮山の代官江川坦庵
公が農兵を鯛鍵するために作ったと云う農兵節それから開港の

歴史の表に悲しい犠牲の一生を終えた唐人お吉のﾛ貝、日本の屋
根とも云える中部山岳そ二の伊那谷に古くからﾛ貝いつたえられ

た伊那ぶし、北陸の一中,L,地杼情ゆたかな柏崎の三階ぶし、日
本海の荒海に浮ぶ佐度ケ島－其処のおけさ節、わたくしたち

は太平洋から日本海えロ貝と踊りの旅をつ、Pけました。その<に

く･にのみんようは、そのくに全部の人の心からの唄であり、踊

りでありました。其処の土、其処の波によってつちかはれて来
たみんようでありました。さァさみんなで踊るよ唄ほ、わし力<

くにおら力ぜくにさのみんよう自･隆！
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